
消化酵素の全貌
◆〝酵素〟は細胞が必要に応じ
て作り出すものであり、間違っても
体外から補うものではない。

◆ヒトの場合、体内に存在する酵
素は代謝酵素と消化酵素に分け
ることができるが、消化酵素が占
める割合は２～４割ほどであり、
沢山食べた時ほど増産されること
になる。

◆消化酵素は、体外から取り込ん
だものを吸収可能なサイズまで切
断する酵素であり、その多くは単
一の分子になるまで切断する。

◆消化酵素の種類や量は、動物
の進化の過程において、食べてき
た物の種類に適応するように変化
してきた。

◆唾液中の消化酵素はアミラー
ゼが主であり、他のものはごく微
量である。

◆胃の中で働く消化酵素は強酸
に耐えられるペプシンのみであり、
他の酵素を口から放り込んでも胃
の中で失活する。

◆本格的な消化は、膵液中の消
化酵素が混じりあう十二指腸以降
である。

◆多種類のタンパク質分解酵素
を産生放出する膵臓は、自らが消

化されないように工夫されている。

◆消化・分化されて生じたものの
うち、脂肪酸とグリセロールは腸
管上皮細胞の細胞膜に溶け込む
ようにして吸収されるが、その他
のものは水溶性が高いため専用
の輸送体によって吸収される。
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